










The development of concepts of death and suicide 
(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 駒井健太郎
Abstract 
τ'h巴 developmentof the conception of death has been studi巴dsince the early year of the 20th 
cen旬rywith several social backgrounds， such as wars or rate of suicide in childhood. The concept 
of d聞社1is measured by questionnaires covering at least following components: Non-functionalit丸
紅reversibility，universality， causali勺"and personal mortality.百leconcept of death is acquired when 
these components訂ecompletely understood. 
According to the previous studies， one of factors that have main effects on the conception is con-
sid巴redto be age， because the conception of death is highly correlated wi也 thedevelopment of 
cognitive abilities. Also the experiences of bereavement or il1ness are considered as other influential 
factors on the conception. 
Although suicide is one cause of death， the conceptions of death and suicide develop differently. 
As develop cognitive abilities， children can understand suicide is an exceptional behavior and moti-
vated by comprehensive social and psycho dynamics. 

































使用されるものは、 non-functiona1ity，irreversibi1ity， universa1ity， causa1ity， persona1 mortal-






insensitivity (精神活動の停止)、 appearance(死体の表面的な形状)、 personi五cation(有機
物と無機物の相違)などの理解も死の概念を構成するために必要な要素であるとしているもの
もある。また、 Kane(1979)は、相対する 2つの要素、例えば permanentvs. terhporary 
(恒久的なものか、瞬間的なものか)といったものや naturalvs. magica1 event (自然なもの
か、超自然的なものか)といったものの中から全て正しいものが選択できるようになって、初
めて死の概念が構成されると考えた。また、 Koocher(1974)はuniversalityに加えて、五nal-






の差異は見られるが、発達速度に違いは優位な差が見られない(Jenkins & Cavanaugh， 1985-
1986)。文化や宗教は多様で、あるが、死の概念発達は子どもに共通した発達段階が見られ、有













(Kane， 1979)。また、 Orbach，Gross， Glaubman & Berman (1986)の研究によると、やは
りirreversibility，universality，そして彼独自の要素である finality(死の終極性)が現れ、最後
にcausaltiyを習得するとされる。しかし、興味深いことに、認知発達と高い相関を示すとさ
れる死の概念には、数値上低下する時期がある。 Orbach， Weiner & Mar-Even (1994-1995) 
の研究によれば、 8歳から 9歳では、特に他人の死に際して暖昧な理解を示す。同様の現象は
過去の研究においても報告されている (e.g.Alほ ander& Adlerstein， 1958; Orbach et止








と考察した。 Noppe& Noppe (1997)の研究においても同様の現象が報告されており、こn
も天園、地獄などといった死後の世界感などの発達によって、死をより複雑に解釈するように
なるためであるとされている。このように死の概念発達は認知能力の発達に高い関連があるい
われているが、 Irreversibilityに関しては、加齢は関係ないとしているものある (e.g.Brent & 







会話を共有することのほうが多いことを発見した。 Jay， Green， J ohnson， Ca1dwell & 
Nitschke (1987)の癌の子どもを対象とした研究では、癌の子どもは健康な子どもよりも卵子











一方で、、 Cotton& Range (1990)の研究では、死別体験をした子どもはむしろ死について
の認識、特に causalityとuniversali tyについては理解が遅くなるとされている。また、子ど

























いての理解を階層的にとらえた。また Dobert& Nunner-Winkler (1985)は、自殺の理解に
は年齢、経済状態、個人の経験などが複合的に影響をおよほすものであると考えた。
Normand & Mishara (1992)は事故や病気などによる死と、自ら死を選ぶということには
多きな隔たりがあり、死の概念と希死概念の形成に与える要因は異なったものであると考えた。
Carlson et al (1987)は、自殺が人間特有の行為であることの理解が必要なため、死の概念
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と希死概念の相違を提示している。そのため、希死概念の理解度を測定する質問紙には、先述
した死の概念を構成する要素ではなく、 intentionality，motive， means， psychosocial dynamic 




Normand et al (1992)の研究によると、 7歳未満の子どもは自殺や死の話題に対して抵抗
感を抱かず、 7歳程度から正しい自殺という言葉の意味を理解し始め、 11歳程度でほとんどの
子どもが希死概念を理解する。 Normandet al (1992)の研究や Carlsonet al (1987)の研
究によると、希死概念の熟成には年齢と認知能力の発達とが高い相闘を示しているが、直接的、
間接的な自殺に関する経験が影響を及ぽすかどうかを明確にするデータはなく、経験が希死概
念に影響を及ぼすとする Dobertet al (1985)の研究を裏付けるものではない。ベットや親
戚などを含めると小学校の低学年でも死別経験をしている子どもは比較的多いのに比べ、置接
的、間接的に関わらず自殺の経験をしている子どもは、 Normandet al (1992)の研究でも全
体の 5%ほどしかおらず、明確な考察を上げるには不十分であると考えられる。このことから


















る (Kastenbaum& Costa， 1977)。また、中には絵や物語、遊びの中から死の概念を測定し
ているものも多く、この解釈の困難も問題として挙げられる。そのほかにも一般化された測定
方法が存在しないことや、特に幼い子どもへのインタビューにおいて、分かりやすい言葉の選
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